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1. はじめに 

1.1. 研究背景 

超高齢化社会を向かえた我が国では，一人暮

らしの高齢者に対する見守りや介護支援が必要

不可欠となっている．厚生労働省からも，一人

暮らしや夫婦で暮らす高齢者の地域間での見守

りが必要であることが提案されている[1]．これ

までに，ICT を活用して，ビデオカメラやセンサ

デバイスを用いた高齢者の見守りに関する研究

が多方面から報告されている[2][3]． 

一方，総務省からは，65 歳を超える高齢者の

インターネット利用率が年々増加しているとい

う報告[4]がなされている．この事実から高齢者

の間に ICT 技術が浸透してきている側面も感じ

られる．これらの事実から，我々は高齢者の QOL

を向上させることを目的として，タッチパネル

を搭載した Android 端末を組み込んだ情報通信

システムの研究開発[5]を進めている．本稿では，

この情報通信システムの実証実験から得られた

最新の結果について報告する． 

1.2. 研究目的 

システムの利用者には，高齢者やその家族と

介護士などを想定している．タブレット型の

Android 端末上で，複数のアプリケーションを高

齢者に提供することで生活支援を行う．家族や

介護士は，高齢者が利用したアプリケーション

の記録（ライフログ）を閲覧することで，高齢

者の見守り活動の支援を行うことができる．こ

れらの記録は，PC や携帯電話の Web ブラウザか

ら利用可能である．このように，本システムの

機能の中心は，高齢者の生活支援と，見守りか

ら構成される。本研究は，高齢者を取りまく

人々の連携を強め，高齢者の QOL を向上させる

ことを目的としている． 

 

 

 

 

 

 

 
図 1. システムの概要図 

2. システム概要 

システムはサーバクライアント形式のネット

ワークアプリケーションシステム(図 1)である．

通信プロトコルには http(s)を利用している． 

今回の実験では，システムに 2 つのアプリケ

ーションを実装した．1 つ目のアプリケーション

は，生活支援アプリケーションである．端末が

起動されると,すぐにアプリケーションが起動さ

れ，高齢者の入力を受け付ける状態（図 2）にな

る．各ボタンを押すことで，起床時と就寝時の

記録や，高齢者が外出をどこにしたかサーバに

記録する． 

もう一方は，お薬アプリケーションである．

このアプリケーションは，高齢者の家族や介護

士が設定した時刻になると起動され，通知音と

共に高齢者の入力を受け付ける状態になる．ア

プリケーションが起動されると端末上に，「は

い」「いいえ」のボタンが表示（図 3）され，ど

ちらのボタンが押されたのかをサーバに記録す

る．端末には，高齢者が服薬する錠剤や塗り薬

の写真を登録することができる．端末で薬の写

真を表示させることで，服薬の確認と，服薬が

されていない場合に服薬をうながすことで，服

薬忘れ防止を目指している． 

 
図 2. 生活支援アプリケーションの画面(案) 
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図 3. お薬アプリケーションの画面(案) 

さらに，これら 2 つのアプリケーションの利

用記録は，家族や介護士の方が Web ブラウザで

確認することができる．そのため，高齢者の生

存確認と見守り活動の支援を行うことができる． 

3. 実証実験 

実証実験は，情報通信システムの実験の他に

アンケート調査も並行して行う．システムの実

験とアンケート調査は表 1 の計画に沿って行わ

れる． 

表 1. 情報通信システムの実験計画 

種類
情報通信システム
実験

第一次
アンケート

介護士への
アンケート

第二次
アンケート

対象 高齢者 高齢者 介護士 高齢者
人数 10名 100名 100名 10名
場所 宮城県 仙台市
期間 2月1日～2月29日 1月4日～2月3日 1月10日～2月9日 3月中  
情報通信システムの実験では，Android アプリ

ケーションを用いて，高齢者ごとに行動様式や

服薬の状態を記録する．また，高齢者が端末を

どれほど正確に利用できるか調べるために，端

末の画面に触れた座標などの記録も行う． 

高齢者への第一次アンケートは，高齢者の行

動様式の把握のために行われる．質問の内容は，

年齢や現居住年数，介護を受けている年数や受

けている介護サービスの内容，外出する際どこ

にどのようにしていくかなどである． 

介護士へのアンケートは，介護時に起こる事

故やヒヤリハット（事故にいたる可能性があっ

たが実際には事故が起こらなかったこと）の把

握のために行われる．質問の内容は，年齢や職

務年数，過去にどのような事故やヒヤリハット

があったか，介護業務にどのくらい情報システ

ムを利用しているかなどである． 

高齢者への第二次アンケートは，実証実験で

利用したシステムの性能評価のために行われる．

質問の内容は，実証実験で利用したアプリケー

ションのフォントの大きさが適切であったか，

操作は難しくなかったかなどである． 

4. 解析 

高齢者のシステムの利用記録とアンケート調

査の結果から，解析を行う．システムの利用記

録をもとに行う解析では，お薬アプリケーショ

ンが高齢者に対して何回通知し，その通知に対

して何回ボタンを押し忘れしたか確率分布を作

成する．この確率分布をもとに，高齢者が緊急

事態に陥っていないか判断するためのアルゴリ

ズムを考察する． 

高齢者への第一次アンケートの結果をもとに

行う解析では，高齢者が外出先に行くまでに費

やした負担度と，外出の頻度をもとにした散布

図を作成する．負担度とは，公共交通手段別の

サービスレベルに関する研究の一般化時間モデ

ル[5]を参考にした値である．散布図をもとに，

高齢者の行動範囲やよく外出する場所の特定が

できると考えている． 

介護士へのアンケートの結果をもとに行う解

析では，介護士の勤務年数と，その介護士が直

近 1 年で経験した介護時に起こる事故やヒヤリ

ハットの遭遇回数の散布図を作成する．また，

介護士が持っている資格と直近 1 年で経験した

事故やヒヤリハットの遭遇回数の散布図も作成

する．2 つの散布図の相関を求めることで，事故

やヒヤリハットの遭遇回数が勤務年数や資格に

よって変化するのか特定できると考えている． 

これらの解析結果は，来年度開発を行う新し

いアプリケーションの構想やシステムの機能追

加などを行う際利用する． 

5. まとめ 

現在，高齢者への一次アンケートと介護士へ

のアンケートを開始し，2 月に実証実験を開始す

る．実証実験終了後は，高齢者の二次アンケー

トの配布と回収，実験で得たデータを解析し，

発表の際その結果を報告する． 
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